












The Relationship between Young Children’s Source Monitoring and Serial Order or Item 
Information in Verbal or Visuospatial Working Memory Tasks
Ikumi Ozawa
Abstract: In this study, we examined the relationship between young children’s source 
monitoring of external information and serial order or item information in the working memory 
task. Seventy ﬁ ve children (mean age of the moon = 61.9) participated in Study 1. They were 
presented with three slides and were asked to remember what items appeared in which order, 
in which position, and how many items came out on each slide. A partial correlation showed 
that the score of the verbal serial order information and visuospatial position information were 
positively related to the score of the source monitoring task, even after controlling for age. We 
corrected the tasks and conducted study 2 for 72 participants (mean age of the moon = 60.3). 
Even after controlling for age and vocabulary, the score of the verbal item information and 
visuospatial position information showed a positive correlation with the score of the source 
monitoring tasks. Thus, it was suggested that accurate remembering of verbal item information 
and visuospatial position information is related to accurate source monitoring of external 
information.
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個人によって異なっている（Gathercole & Alloway, 
2008/2009）。
WM が SM に関連する理由については，WM も
SM も意識的な戦略プロセスの影響を受けるという点
や，WM も SM もともに個人の過去の文脈における
経験に対するメタ認知的洞察の影響を受けるという点
から，WM と SM は関連するという考察が行われて






メモリと関連することから WM と SM は関連すると
述べられている。しかしながら，これらの理由の多く




さらに，幼児や児童を対象に WM と SM の関係
を検討した先行研究があるが，WM と SM の間に正
の相関が見られたものと（例えば，Ruﬀ man et al., 
2001），月齢等の統制変数を投入すると相関が見られ
なくなったものがあり（例えば，Earhart & Roberts, 
2014），結果が一貫していない。WM を言語性 WM





























































月齢61.9歳，SD = 6.5；年中児の平均月齢歳56.8，SD 




















































































中児よりも有意に得点が高かった（順に，t (64) = 2.80, 
p <.05；t (64) = 3.86, p < .01；t (64) = 3.79, p <.01）。
SM 得点については年長児の方が年中児よりも得点が
高い傾向が見られた（t (64) = 1.73, p <.10）。視空間項
目情報得点や視空間位置情報得点，視空間系列情報得
点については有意差は見られなかった（順に，t (64) 
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の，幼児の WM や SM の能力が年齢とともに発達す
るという先行研究と一致する結果であったと考えられ
る。
































SM 課題，最後に視空間性 WM 課題を実施した。よっ
て，スライド提示から実施までの遅延時間が言語性
WM 課題よりも視空間性 WM 課題の方が長くなって
しまっていた。
以上より，研究２では主にこれら３点の問題点を










とした際の SM 課題（視空間的 SM 課題）に分けて実
施する。これは，Ozawa & Yuzawa（2018）で言語
的な SM は言語性 WM と関連が見られ，視空間的な









月齢60.3歳，SD = 6.9；年中児の平均月齢歳56.2，SD 







































































年中児よりも有意に得点が高かった（順に，t (56) = 
2.73, p <.01； t (56) = 4.23, p <.01；t (56) = 2.45, p <.05；
t (56) = 2.07, p <.05；t (56) = 2.45, p <.05；t (56) = 4.29, 
p <.01）。言語系列情報得点，言語 SM 得点について
は有意差は見られなかった（順に，t (56) = 1.46, ns；
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れらの結果は SM や WM が年齢とともに発達すると
いう先行研究と一致する結果である。

































ある。第１に先行研究と同様に SM や WM は年齢と
ともに発達する。第２に刺激の出現個数のソースを問
う言語的な SM は言語性 WM のうち特に項目情報と
関連する。第３に刺激がどの家に出てきたのかを問う
視空間的な SM は視空間性 WM のうち特に位置情報
の記憶と関連する。以下，第２点，第３点を取り上げ，































































SM や WM がどのように発達していくかを明らかに
するために縦断的な研究も求められるだろう。これら
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